
北
日
本
金
型
工
業
社
長
　
　
　
（
福
島
産
業
人
ク
ラ
ブ
）
　
　
　
小
椋
　
庄
二
氏

現
場
改
善
で
利
益
生
む
ニ
ー
ズ
対
応
、
改
革
実
行
金
型
製
造
プ
ラ
成
形

トップインタビュー

　
お
ぐ
ら
・
し
ょ
う
じ
　

年

昭

北
日
本
金
型
工
業
創

業
、
同
年
社
長
就
任
。
福
島
県
出
身
、

歳
。

　
福
島
産
業
人
ク
ラ
ブ
の
北
日

本
金
型
工
業

福
島
県
会
津
若

松
市
、
０
２
４
２
・
７
５
・
４

７
３
１

は
、
金
型
製
造
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
成
形
、
組

み
立
て
が
主
力
だ
。
同
社
は
福

島
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工
業
会
や

会
津
産
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ

ー
ラ
ム
の
事
務
局
を
務
め
る
な

ど
地
域
振
興
、
広
域
連
携
を
推

進
す
る
中
核
企
業
と
い
う
顔
も

持
つ
。
２
０
１
４
年
５
月
か
ら

同
工
業
会
の
会
長
を
務
め
る
小

椋
庄
二
社
長
に
今
後
の
事
業
展

開
な
ど
を
聞
い
た
。

福
島
支
局
長
・
阿
部
義
秀

◇

　
―
会
員
企
業
を
取
り
巻
く
景

況
は
。

　
「
大
手
企
業
を
中
心
に
景
気

に
明
る
さ
が
見
え
て
き
た
。
中

小
企
業
で
は
ま
だ
実
感
に
乏
し

い
が
、
時
期
は
ず
れ
て
も
こ
の

流
れ
は
波
及
し
て
く
る
。
こ
れ

ま
で
も
円
高
不
況
や
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
の
逆
境
を
乗

り
越
え
て
き
た
。
中
小
企
業
も

努
力
を
す
れ
ば
成
長
を
維
持
で

き
る
。
冬
の
時
代
が
ず
っ
と
続

く
と
は
思
わ
な
い
。
高
度
成
長

期
の
勢
い
は
な
い
が
、
今
も
私

た
ち
の
業
界
は
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
を
支
え
る
機
関
産
業
の
ひ

と
つ
だ
」

　
―
国
際
化
な
ど
に
よ
り
環
境

も
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
「
主
力
製
品
も
時
代
と
と
も

に
変
わ
っ
て
き
た
。
ボ
ル
ト
が

金
属
か
ら
樹
脂
に
替
わ
る
な

ど
、
量
産
効
率
が
高
い
樹
脂
製

品
の
領
域
は
拡
大
し
て
い
る
。

歩
調
を
合
わ
せ
金
型
の
軽
薄
短

小
化
が
進
み
設
備
も
高
精
度
化

し
て
い
る
。
従
来
の
仕
事
の
手

法
や
慣
習
に
固
執
せ
ず
、
ニ
ー

ズ
の
変
化
に
対
応
し
た
改
革
の

実
行
が
必
須
。
単
に
工
数
を
追

う
だ
け
で
は
海
外
と
の
競
争
に

は
勝
て
な
い
。
歩
留
の
向
上
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
回
数
を
減
ら
せ

る
金
型
を
作
る
な
ど
、
利
益
を

生
む
、
視
点
を
変
え
た
現
場
改

善
が
不
可
欠
だ
」

　
―
若
手
の
育
成
に
も
積
極
的

で
す
。

　
「
毎
年
、
実
施
し
て
い
る

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
射
出
成
形
技

能
検
定
講
習
会

の
開
催
に
加

え
、
Ｉ
Ｔ
化
に
対
応
す
る
学
習

の
場
の
新
設
も
必
要
だ
と
思

う
。
大
手
企
業
で
は
収
益
の
改

善
が
進
み
賃
上
げ
基
調
が
拡
大

し
て
い
る
が
、
中
小
企
業
で
は

判
断
に
迷
う
の
が
実
情
だ
。
だ

が
日
本
の
少
子
高
齢
化
が
加
速

す
る
な
か
、
次
代
を
担
う
優
秀

な
人
材
を
確
保
す
る
に
は
一
定

の
賃
上
げ
は
避
け
ら
れ
な
い
状

況
だ
。
中
小
企
業
の
経
営
者
こ

そ
、
若
者
が
将
来
に
夢
を
持
て

る
環
境
づ
く
り
に
徹
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

　
―
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　
「

産
学
官
金

で
の
連
携

を
強
化
し
て
い
く
。
関
係
機
関

の
協
力
も
仰
ぎ
、
先
を
見
据
え

た
勉
強
会
の
開
催
や
異
業
種
と

の
交
流
も
拡
大
す
る
。
小
さ
な

事
業
で
も
着
実
に
一
歩
ず
つ
前

進
で
き
る
、
会
員
に
資
す
る
事

業
を
展
開
し
た
い
。

今
で
き

る
こ
と
は
、
ま
ず
や
っ
て
み

る

。
行
動
し
な
け
れ
ば
何
も

変
わ
ら
な
い
」

中学時代からラジオ少年東京電機・塩谷智彦社長　�

船
の
科
学
館
に
展
示
さ
れ
る
南
極
観
測
船

「
宗
谷
」
。

年
に
は
発
電
機
な
ど
電
気

機
器
を
納
入
し
た

　
弊
社
は
茨
城
県
つ
く
ば
市
に
本
社
が

あ
る
が
、
社
名
は
株
式
会
社
東
京
電

機
。
つ
く
ば
な
の
に
東
京
と
付
く
の
は

会
社
の
生
い
立
ち
に
よ
る
。

　
１
９
２
０
年
に
東
京
・
下

町
の
南
千
住
で
精
米
用
小
型

モ
ー
タ
ー
、
小
型
水
車
な
ど

の
製
造
を
目
的
に
設
立
。
そ

の
後
、
茨
城
の
土
浦
に
工
場

を
建
て
た
。
戦
時
中
は
会
社

統
制
令
で
重
電
６
社
の
管
理

体
制
に
入
り
、
軍
管
理
工
場

と
な
っ
た
。

年
の
東
京
大

空
襲
で
南
千
住
の
本
社
工
場

が
焼
失
し
、
本
社
を
土
浦
工

場
に
移
転
し
た
。

　
戦
後
は
陸
用
舶
用
発
電
機

や
モ
ー
タ
ー
の
製
作
を
手
が

け
、

年
に
は
南
極
観
測
船

「
宗
谷
」
に
発
電
機
ほ
か
の

電
気
機
器
を
納
入
し
た
。
現

在
、
東
京
・
台
場
の
「
船
の

科
学
館
」
に
展
示
さ
れ
る
宗

谷
の
操
舵
室
に
あ
る
警
報
器

そ
う
だ

盤
は
弊
社
製
品
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
業
容
拡
大
と
と
も
に
大
型

機
工
場
を
新
設
、
東
証
２
部
上
場
も
果

た
す
が
、
１
９
６
４
年
５
月
に
不
渡
り

事
故
を
起
こ
し
、
会
社
更
生
法
を
申
請

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
苦
難
の
日
々
だ

っ
た
と
聞
く
が
、
糸
賀
先
生
と
い
う
立

派
な
管
財
人
の
お
か
げ
で

年
、
会
社

更
生
手
続
き
を
終
結
さ
せ
た
。

　
こ
の
時
期
に
つ
い
て
、
当
時
の
市
川

専
務

後
の
第
９
代
社
長

が
冊
子
に

ま
と
め
ら
れ
、
我
々
後
輩
に
当
時
の
様

子
を
伝
え
て
い
た
だ
け
た
。
「
同
じ
過

ち
を
繰
り
返
す
な
」
と
の
忠
告
と
肝
に

銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
私
が
入
社
し
た
の
は
、

年
に
土
浦
か
ら
桜
村
へ
移
転

し
た
後
の

年
。
中
学
時
代

か
ら
ラ
ジ
オ
少
年
と
な
り
、

当
時
、
ラ
ジ
オ
街
だ
っ
た
秋

葉
原
に
も
入
り
浸
る
ほ
ど
機

械
い
じ
り
が
好
き
だ
っ
た
。

入
社
後
は
検
査
科
に
配
属
、

舶
用
発
電
機
の
検
査
を
任
さ

れ
た
。
８
月
に
は
当
時
の
上

司
と
北
海
道
へ
行
く
こ
と
に

な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
北
海
道

で
サ
ン
マ
漁
が
始
ま
る
時
期

で
、
こ
の
漁
に
使
う
電
灯
用

の
発
電
機
が
相
次
ぎ
故
障
し

た
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　
初
め
て
の
飛
行
機
で
の
北

海
道
と
喜
び
勇
ん
で
出
か
け

た
が
、
な
か
な
か
帰
れ
な

い
。
船
頭
さ
ん
か
ら
「
電
気

屋
乗
っ
て
け
！
」
と
言
わ
れ
漁
に
も
連

れ
出
さ
れ
た
。
手
持
ち
の
お
金
も
尽
き

た
が
、
当
時
は
田
舎
に
ま
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
は

な
い
時
代
。
郵
便
局
の
電
信
為
替

で
会
社
か
ら
送
金
し
て
も
ら
っ

た
。
今
で
は
懐
か
し
い
思
い
出
だ

が
、
当
時
滞
在
し
て
い
た
厚
岸
や

霧
多
布
に
一
度
、
女
房
に
連
れ
て

行
っ
て
や
る
と
言
い
な
が
ら
、
ま

だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　
入
社
翌
年
か
ら
は
当
時
の
上
司

の
勧
め
に
よ
り
、
開
発
を
行
う
よ

う
に
な
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｐ
型
Ａ
Ｖ
Ｒ
、

Ｓ
Ｒ
型
速
度
継
電
器
な
ど
、
発
電

機
制
御
盤
に
組
み
込
む
主
要
部
品

の
開
発
に
専
念
し
て
い
た
。
こ
の

頃
は
ま
だ
ま
だ
資
金
繰
り
に
余
裕

が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
、
冬
の
ボ

ー
ナ
ス
は

月
と
３
月
の
分
割
払

い
だ
っ
た
。

原
料
に
こ
だ
わ
り
中
国
三
島
食
品

　「原料へのこだわり」―が三島食品
（広島市中区、三島豊社長、

）の原点。自然に学ぶことを根本
に据え「良い商品を良い売り方で」を
経営指針としている。
　この言葉通り、主力製品「ゆかり」
の原料である赤シソの自家栽培と品種
改施設の設置に続き、自ら「青のり」
の原材料となるスジアオノリの養殖に
踏み切った。その名も「三島食品研究
所　室戸海洋資源開発センター」。
「少々仰々しいが、気合を入れて命名
した」（三島社長、写真）。
　施設は青のりの養殖、増産が目的。
各地の産地の収穫が不安定の中、通年
で原材料を安定確保できればコストの
安定にもつながるという。さらに高い
品質を保つために、高知県室戸市の海
洋深層水を使い、高知大学の養殖特許
技術を活用する。 研究所 の名前を冠
するにふさわしい一面も持つ。
　「青のりは、香りと色が命。自社で

原材料を納得のいくレベルまで品質改
良できれば、商品もさらに高品質にな
る。企業として大きなアドバンテージ
を得られる」（同）と期待する。わが
国でも数少ない陸上での海産物養殖施
設だけに、海上よりも生産コントロー
ルは容易という。
　海洋深層水というミネラルをたっぷ
り含んだ 室戸ブランド青のり の発売
も近い。

ス
ラ
イ
ダ
ー
ボ
ー
ド
改
良
栃
木
ダ
イ
サ
ン

乗用車で１ の金型を引っ張
っても スライダーボードを
敷いていれば容易に動かせる

　栃木産業人クラブ会員のダイサン
（栃木県足利市、小瀧大蔵社長、

）では、物流・生産現場
の移動作業を容易にする樹脂製ボー
ド「スライダーボード」シリーズの
販売が好調だ。 年３月には強度
を高めて、重さ１ 程度の物品でも
楽に移動できる 改良版 を投入。今
後、売り込みを本格化する。
　「 コンテナやトラックの荷台
向けを望むユーザーニーズを受け
て、改良に改良を重ねた」と小瀧社
長は力を込める。最大サイズは幅
×長さ ×厚さ で、

標準価格１万 円（消費税抜
き）。先端がＲ形状に持ち上がるよ
うにロープを通す穴を付けて、約

の段差での移動にも対応する
船底型 は同１万 円（同）。
　いずれも運びたい荷物の下に敷い
て使う。潤滑性の高いポリアセター
ル製で、メッシュ状などに独自成形

することで表面の接触面積を少なく
し、摩擦抵抗を極限まで抑制した。
このため物品は動かしやすく、人は
乗っても滑りにくい。「 押す・回
す・引く といった移動作業と設置
が容易になり、作業者の腰痛予防に
もつながる」（小瀧社長）。
　同社はプラスチック金型・製品の
設計、製作を手がける。スライダー
ボードの第１号は約 年前に発売。
サイズや種類を豊富にそろえて、累
計 枚程度の販売実績を持つ。各
種発明や特許取得、意匠や商標の登
録などに力を入れている。

５－６月の予定
５　月

　

　◇ 日（火）大阪産業人クラブ「平
成 年度総会」 大阪市都島区 太閤園
　◇ 日（木）東京産業人クラブ、神
奈川産業人クラブ共催「親睦ゴルフ大
会」（横浜市旭区、戸塚カントリー倶
楽部）
　◇ 日（火）名古屋産業人クラブ
「スギヤス本社工場見学会」（愛知県
高浜市）
　◇ 日（水）東京産業人クラブ・東
東京マネジメント研究会「平成 年度
定時総会」（東京都墨田区、第一ホテ
ル両国）
　◇ 日（木）東京産業人クラブ「
年第一回勉強会 東京都中央区 日刊
工業新聞社 地下第一セミナールーム
　◇ 日（金）城北産業人クラブ「平
成 年度定時総会」（東京芸術劇場、
東京都豊島区）
「懇親会」（ホテルメトロポリタン池
袋、東京都豊島区）
　

６　月
　

　◇２日（火）埼玉産業人クラブ分科
会「我が国の財政の現状と課題につい
て」講師／片岡隆一財務省大臣官房参
事官（さいたま市浦和区、日刊工業新

聞社さいたま総局会議室）
　◇２日（火）神奈川産業人クラブ「
年度定時総会」（横浜市西区、横浜

ベイシェラトンホテル＆タワーズ）
　◇４日（木）―５日（金）名古屋産
業人クラブ、岐阜産業人クラブ「長崎
県産業遺産、歴史遺産視察会」（三菱
長崎造船所史料館、軍艦島ほか、長崎
市）。
　◇５日（金）四国産業人クラブ「
年度定時総会＆工場見学会」（高松
市、リーガホテルゼスト高松・香川県
三木町、日プラ）
　◇６日（土）四国産業人クラブ「親
睦ゴルフ大会」（高松市、鮎滝カント
リークラブ）
　◇ 日（木）中国四国産業人クラブ
「 年度定時総会と記念講演会、
『欧州の廃炉時代』中国新聞社・山本
洋子記者、終了後に会員交流懇親会」
広島市中区 三井ガーデンホテル広島
　◇ 日（金）東京産業人クラブ「
年度講演会『メルセデス・ベンツ日本
に見る顧客志向マーケティングの実践
事例』講師／上野金太郎メルセデス・
ベンツ日本社長」（東京都港区、ＴＥ
ＰＩＡ）
　◇ 日（金）大阪産業人クラブ「第
回ゴルフ大会」（大阪府四條畷市、

ゴルフクラブ四条畷）
　◇ 日（火）東京産業人クラブ「
年度定時総会、講演会」（東京都千代
田区、ホテルグランドパレス）

社
会
貢
献
の
モ
ノ
づ
く
り
を
理
事
会
・
定
時
総
会
開
く
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

中
小
～
地
方
活
性
化
の
主
役
橋
本
（
政
策
研
究
大
学
院
大
）
名
誉
教
授
が
講
演

新
入
会
員

半
導
体
製
造
工
程
学
ぶ
高
純
度
化
学
研
を
見
学
埼
玉
・
Ｔ
Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

事
務
局
か
ら
感
謝
状
を

贈
呈
さ
れ
る
小
原
氏

（ ） 　　 ２０１５年 平成２７年 ５月１５日 金曜日 　　

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
Ｔ

Ｄ
Ｕ
産
学
交
流
会

佐
藤
達

雄
会
長

ア
ー
ベ
ル
ソ
フ
ト

会
長

は
４
月

日
、
埼
玉

県
坂
戸
市
の
高
純
度
化
学
研

究
所
本
社
工
場
見
学
会

写

真

を
実
施
し
た
。
約
５
年

前
に
新
設
し
た
５
階
建
て
の

同
工
場
に
於
け
る
半
導
体
材

料
や
各
種
無
機
材
料
な
ど
の

製
造
工
程
全
般
を
見
学
。
会

員
企
業
、
大
学
な
ど
か
ら

人
が
参
加
し
た
。

　
見
学
会
で
は
、
冒
頭
に
宝

地
戸
道
雄
高
純
度
化
学
研
究

所
社
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
東
京
電
機
大
学
理
工
学

部
の
卒
業
生
で
生
産
管
理
部

購
買
課
に
勤
め
る
宮
崎
哲
哉

氏
か
ら
、
ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ

タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
半
導
体
向

け
各
種
材
料
か
ら
無
機
材
料

ま
で
幅
広
く
扱
っ
て
い
る
。

各
種
の
機
能
加
工
を
含
め
、

分
析
や
品
質
保
証
ま
で
一
貫

し
て
提
供
で
き
る
の
が
大
き

な
強
み
」
な
ど
同
社
の
特
長

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　
そ
の
後
、
２
組
に
分
か
れ

て
工
場
内
を
見
学
。
機
械
加

工
設
備
が
集
中
す
る
１
階
フ

ロ
ア
で
は
、
ス
パ
ッ
タ
リ
ン

グ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
材
を
周
囲
か

ら
等
圧
で
突
き
固
め
る
冷
間

等
方
向
加
圧
装
置

Ｃ
Ｉ

Ｐ

、
１
０
０
０
Ｋ
Ｎ
プ
レ

ス
成
形
機
な
ど
の
ほ
か
、
ワ

イ
ヤ
カ
ッ
ト
放
電
加
工
機
な

ど
を
備
え
た
機
械
加
工
室
を

見
学
。
２
階
で
は
、
真
空
誘

導
溶
解
炉
な
ど
材
料
の
溶
解

工
程
を
、
３
階
で
は
、
電
気

炉
な
ど
を
使
っ
た
無
機
材
料

製
造
工
程
な
ど
に
つ
い
て
解

説
を
聞
い
た
。
４
階
で
は
、

ス
パ
ッ
タ
リ
ン
グ
タ
ー
ゲ
ッ

ト
用
の
「
真
空
蒸
着
機
」

や
、
小
分
け
充
填
な
ど
出
荷

に
つ
な
が
る
工
程
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　
見
学
終
了
後
も
活
発
な
質

疑
応
答
が
な
さ
れ
る
な
ど
、

参
加
者
ら
の
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
た
。

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ

内
藤
明
人
会
長

リ
ン
ナ

イ
会
長

は
４
月

日
、
名

鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

名
古
屋
市
中
村
区

で

「
２
０
１
５
年
度
理
事
会
＆

定
時
総
会
」
を
開
い
た
。
理

事
会
の
冒
頭
、
内
藤
会
長

写
真

が
あ
い
さ
つ
し

た
。

　
内
藤
会
長
は
「
株
価
が

年
ぶ
り
に
２
万
円
を
超
す
な

ど
明
る
い
話
題
が
多
い
。
た

だ
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環

境
は
ま
だ
厳
し
い
。
経
営
者

は
、
景
気
上
昇
に
浮
か
れ
ず

足
場
を
固
め
て
挑
戦
を
続
け

て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。
さ
ら
に
「
た
だ
モ
ノ
を

作
っ
て
売
る
の
で
は
な
く
、

社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
哲

学
を
持
っ
て
い
る
と
う
ま
く

い
く
」
と
強
調
し
た
。

　
総
会
で
は

年
度
の
活
動

実
績
や
決
算
を
報
告
し
た
。

さ
ら
に

年
度
の
事
業
計

画
、
収
支
計
画
に
つ
い
て
審

議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。

　
神
奈
川
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
藤
本
　
省
三
氏
　
キ
リ

ン
ビ
―
ル

マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
横

浜
支
社
支

社
長

横

浜
市
中
区
尾
上
町
５
の

キ

リ
ン
横
浜
ビ
ル
、
０
４
５
・

６
５
１
・
５
６
１
１
、
酒
類

の
営
業
・
販
売
促
進

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ
　

　
▽
後
藤
　
保
正
氏
　
日
本

街
路
灯
製

造
会
長

名
古
屋

市
熱
田
区

五
本
松
町

１
の
８
、
０
５
２
・
６
８
１

・
２
１
８
１
、
街
路
灯
・
ア

ー
チ
・
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ

チ
ャ
製
造

　
▽
水
谷
　
存
氏
　
プ
ロ

た
も
つ

ス
パ
社
長

愛
知
県

安
城
市
池

浦
町
池
東

の
８
、

０
５
６
６
・
７
７
・
４
６
２

６
、
一
般
労
働
者
派
遣
業
・

建
設
業

　九
州
山
口
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
▽
秋
山
　
正
樹
氏
　
セ
イ

ブ
会
長

佐
賀
県

有
田
町
南

原
甲
７
５

３
、
０
９

５
５
・
４
２
・
４
１
８
１
、

高
圧
ガ
イ
シ
製
造
販
売

　
▽
市
川
　
正
幸
氏
　
Ｔ
Ｈ

Ｋ
福
岡
支

店
長

福

岡
市
博
多

区
上
牟
田

１
の

の

１
、
０
９
２
・
４
７
４
・
４

４
７
１
、
機
械
要
素
部
品
の

開
発
・
製
造
・
販
売

　
▽
牛
島
　
満
子
氏
　
タ
カ

ギ
建
設
鋼

業
社
長

長
崎
県

大
村
市
富

の
原
１
の

１
３
５
８
、
０
９
５
７
・
５

５
・
８
７
７
７
、
建
築
鉄
骨

・
製
缶
・
プ
ラ
ン
ト
製
品
製

作

　
名
古
屋
産
業
人
ク
ラ
ブ
は

４
月

日
、
橋
本
久
義
政
策

研
究
大
学
院
大
学
名
誉
教
授

を
招
き
、
名
鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル

名
古
屋
市
中

村
区

で
講
演
会
「
新
事
業

に
挑
戦
す
る
中
小
企
業

地

方
活
性
化
の
主
役
へ

写

真
」
を
開
い
た
。
１
３
０
人

が
聴
講
し
た
。

　
橋
本
名
誉
教
授
は
「
原
油

安
も
円
安
も
続
く
だ
ろ
う
。

日
本
経
済
に
と
っ
て
は
神
風

だ
。
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
は
大

丈
夫
と
い
う
意
見
も
多
い
」

と
現
状
を
語
っ
た
。
そ
の
上

で
「
政
府
は
中
小
企
業
と
製

造
業
の
振
興
に
注
力
し
て
い

る
。
中
小
企
業
に

安
倍
晋

三
政
権
の
経
済
政
策

ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
の
効
果
が
な
い
と

言
わ
れ
る
が
、
大
企
業
が
回

復
せ
ず
に
中
小
企
業
だ
け
が

良
く
な
っ
た
事
例
は
な
い
」

と
指
摘
し
た
。

　
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
今

後
に
つ
い
て
は
「
複
雑
・
高

級
・
精
密
・
面
倒
な
仕
事
が

日
本
に
殺
到
し
、
ハ
イ
テ
ク

な
中
小
企
業
の
底
力
が
発
揮

さ
れ
る
」
と
の

見
通
し
を
語
っ

た
。
さ
ら
に

「
世
界
中
で
自

動
車
生
産
台
数

は
伸
び
る
。
特

に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
車

Ｈ
Ｖ

の
基
幹
部
品
は
日
本
が
担
う

は
ず
。
日
本
は
自
動
車
部
品

王
国
と
な
る
」
と
の
持
論
を

披
露
し
た
。

　
続
い
て
、
各
地
方
で
活
躍

し
て
い
る
特
徴
あ
る
中
小
企

業
を
紹
介
。
「
安
倍
政
権
は

中
小
企
業
の
た
め
に
頑
張
っ

て
い
る
。
政
府
の
全
制
度
を

活
用
し
て
、
夢
と
誇
り
と
ロ

マ
ン
を
実
現
し
て
ほ
し
い
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

小
原
氏
記
念
講
演

年
間
振
り
返
る

埼
玉
ビ
ジ
研
会
長
退
任

　
埼
玉
産
業
人
ク
ラ
ブ
・
埼

玉
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

小
原

敏
治
会
長

小
原
歯
車
工
業

社
長

は
３
月

日
、
日
刊

工
業
新
聞
社
さ
い
た
ま
総
局

会
議
室

さ
い
た
ま
市
浦
和

区

で
、
臨
時
総
会
を
開
い

た
。
小
原
氏
が
３
月
末
で
退

任
し
、
新
会
長
に
志
村
廣
幸

グ
ラ
ン
デ
社
長
を
選
出
す
る

人
事
を
決
め
た
。

　
志
村
氏
は
「
副
会
長
や
会

員
の
方
に
も
さ
ら
に
参
加
し

て
頂
き
、
一
丸
と
な
っ
て
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
た
。
そ
の
後
、
記

念
講
演
で
は
小
原
氏
が
会
長

に
就
任
し
て
か
ら
の

年
間

の
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
の
活
動

に
つ
い
て
振
り
返
っ
た
。

　
総
会
終
了
後
は
、
さ
い
た

ま
市
内
の
居
酒
屋
で
懇
親
会

を
開
き
、
親
睦
を
深
め
た
。

大
分
大
工
学
部
幹
部
と

意
見
交
換
会
を
開
催

大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ

　
大
分
産
業
人
ク
ラ
ブ

石

井
源
太
会
長

デ
ン
ケ
ン
社

長

は
４
月

日
、
大
分
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル

大
分

市

で
「
平
成

年
度
定
期

総
会
＆
大
分
大
学
工
学
部
と

の
意
見
交
換
会
」
を
開
い

た
。
最
初
に
石
井
会
長
が

「
本
年
度
も
大
分
か
ら
元
気

を
発
信
す
る
取
り
組
み
を
行

い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
総

会
で
は

年
度
事
業
お
よ
び

収
支
決
算
報
告
や

年
度
事

業
計
画
お
よ
び
収
支
予
算
案

な
ど
を
審
議
、
了
承
し
た
。

　
意
見
交
換
会
は
大
分
大
工

学
部
と
連
携
す
る
会
員
企
業

３
社
の
事
例
発
表
後
に
、
同

学
部
幹
部
と
意
見
交
換
し

た
。
事
例
発
表
し
た
大
分
大

発
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
ゼ
ロ
テ
ク

ノ

同

は
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
混
和
材

Ｃ
ｆ
Ｆ
Ａ

を

生
か
し
た
技
術
経
営
を
紹

介
。
池
永
セ
メ
ン
ト
工
業
所

同

は
Ｃ
ｆ
Ｆ
Ａ
に
よ
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
次
製
品
開

発
を
、
デ
ン
ケ
ン

大
分
県

由
布
市

は
医
工
・
産
学
官

連
携
に
よ
る
開
発
事
例

写

真
を
そ
れ
ぞ
れ
紹
介
し
た
。

　
続
い
て
同
学
部
幹
部
が
、

地
場
企
業
支
援
や
将
来
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士
人
材
の

育
成
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
会
員
か
ら
は
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
に
つ
い
て
質

問
が
相
次
ぎ
、
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。


